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米子発
「Revit」+アドオン「BooT.one」を使用した

BIM建築設計の効率化 その後
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美保テクノス株式会社BIM戦略部長 | https://www.miho.co.jp/



スピーカーのご紹介

一級建築士で2004年から美保テクノスで建築設計を担当しています。

美保テクノスは鳥取県米子市にある社員数200名の小規模なゼネコンです。

入社と同時に設計部に配属され設計者としてRevitを使った建築設計に取り組みBIMの社内普及
を推進してきました。

2007年より設立されたRevit User Group Japanの設立メンバーで理事を担当し日本のBIM創成
期で国内のBIM普及に取り組みAUJ2008、RTC2010、AUJ2012などには講師として参加しRevitを
活用した設計事例を発表しました。 昨年のAU2020では「米子発 「Revit」+アドオン
「BooT.one」を使用したBIM建築設計の効率化」というタイトルでBooT.oneを使用したBIM規格
策定による設計業務の効率化について発表しました。

現在は社内においてBIM推進の責任者として全工程でのBIM化とBIMを活用した建築生産性の向
上、働き方改革法案への対応を実践し美保テクノス独自のRevit規格策定に取り組んでいます。

美保テクノス株式会社 BIM戦略部長 新田 唯史



スピーカーのご紹介
美保テクノス株式会社

●鳥取県米子市

美保テクノス株式会社
住所：鳥取県米子市昭和町２５番地
創業：1958年7月30日
総合建設業 社員200名
2020年度売上高 101億円（建築系69億円・土木系32億円）

鳥取県米子市
人口 146,950人（2021.7.31現在）
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昨年の振り返り
AU2020



・BIM規格策定までのながれ

・組織づくり

・BIM戦略プロジェクト

・BIM規格策定の進め方

・BIM規格策定のポイント

・BIM戦略戦略部

昨年の振り返り
AU2020



70％削減
ＰＭ作業時間

＜効果の検証＞
□設計業務

モデリング時間

30％増

従来手法 BIM規格化後 従来手法 BIM規格化後

30％削減
作図時間

従来手法 BIM規格化後

昨年の振り返り
AU2020



その後～ 施工BIM規格

2.実施体制とスケジュール



実施体制

受注工事3案件を施工BIM規格策定のための対象案件に選定し、設計担当者、現場代理人、BIM戦
略部担当者で施工図のBIM規格化に取り組む。

＜検討事項＞

1.設計段階で施工図作成を見越したモデリングを実現するためのRevitテンプレートの整備

2. 施工現場の求める施工図の図面表現へのすり合わせ

3.BIM戦略部担当者の施工図作成スキルの向上

対象プロジェクトの選定



実施体制

1.Project.A/SC塩冶有原町

建設地：島根県出雲市

用途：サービス付き高齢者向け住宅

構造：S造・地上3階

延床面積：2256.80㎡
工期：2020.8～2021.3

対象プロジェクトの選定



実施体制

2.Project.B/SS西福原

建設地：鳥取県米子市

用途：サービス付き高齢者向け住宅

構造：S造・地上4階建

延床面積：2266.66㎡
工期：2020.11～2021.5

対象プロジェクトの選定



実施体制
対象プロジェクトの選定

3.Project.C/SLV潮芦屋

建設地：兵庫県芦屋市

用途：サービス付き高齢者向け住宅

構造：S造・地上4階建

延床面積：1570.27㎡
工期：2021.3～2021.10



実施体制
対象プロジェクトの選定

設計BIM規格

コーディネーション
ミーティング

＜設計部＞ ＜BIM戦略部＞

正確な
BIMモデル



実施体制
対象プロジェクトの選定

＜BIM戦略部＞ ＜現場代理人＞

施工BIM規格策定

施工図作成

・必要な情報
・図面表現

・納まりの確認

正確な
BIMモデル



実施体制
対象プロジェクトの選定

＜設計部＞ ＜建築部＞＜BIM戦略部＞

設計BIM規格 施工BIM規格



3.施工BIM規格策定



施工BIM規格

3-1.ターゲットとした施工図種類

① 基礎配筋検討図

② 杭伏図

③ 基礎伏図

④ 平面詳細図

⑤ 天伏図

⑥ 各種割付図

⑦ 土間伏図、スラブ伏図

図面表現の規格化



施工図BIM規格

3-2.規格策定のための情報収集

・縮尺の設定

・寸法表記方法

・家具、什器の表現

・各種記号の表現

などなど・・・

図面表現の規格化



施工図BIM規格

3-3.規格のためのBooT.one

・タグの配置

・寸法表示

・建具のパラーメータ表記

・線分、文字の表記

・チェック方法

などなど・・・

図面表現の規格化



施工図BIM規格

3-4.寸法表記、編集機能

・クリック接頭辞

・壁寸法 振り分け

・寸法値移動

図面表現の規格化



施工図BIM規格

3-5.規格のための検討事項

図面表現の規格化
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3-5.規格のための検討事項
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施工図BIM規格

3-5.規格のための検討事項

図面表現の規格化



施工図BIM規格

3-6.ミスを繰り返さないチェックリスト

・断面を切る場所

・表記内容の漏れ

・寸法表記

・符号表記

・凡例の有無

・詳細図の添付

などなど・・・

図面表現の規格化



施工図BIM規格

3-7.現場担当者の反応

図面表現の規格化



4.成果と課題



成果と課題

4-1.作業時間の分析

Σ-BIMサイクルの循環
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成果と課題

4-2.設計部へのフィードバック

・後工程のためのモデリング

・モデリングの注意点

・具体的なモデリング方法

・設計BIM規格へのフィードバック

Σ-BIMサイクルの循環



成果と課題

4-3.BIMサイクルの循環

Σ-BIMサイクルの循環

設計部

建築部
BIM

戦略部

• 干渉チェック
• 施工図作成
• 仮設計画
• 設計仕様の標準化、規格

化の検証と実現

• 施工図チェック
• 施工視点からの設計仕様の

標準化、規格化

Σ-BIMサイクルの循環

Revit/BooT.one/MEP
/Dynamo/RPA/BIM360

Revit/BooT.one/MEP/Dyna
mo/BIM360/NAVIS-
W/MARES

Revit/BooT.one/MEP/Dyna
mo/BIM360/NAVIS-
W/Archibus

• 後工程を意識した設計
• 設計仕様の標準化
• 設計手法の規格化
• 自動積算
• 干渉チェック



4-4.正確なモデリングのための手順

構造図

設備図

成果と課題
Σ-BIMサイクルの循環

構造設計

構造M

設備設計

設備M
サブコン/Tfas・IFC

基礎M・配筋M

意匠M 意匠図面
（納まり・質疑）

積算・確認申請

施工図

◀確認通知
着工

Coordination
-Meeting.2

構造事務所・鉄工所/SS7
正確なモデル

Coordination
-Meeting.1

設計部 設計部



成果と課題

4-4.規格のための検討事項

・正確な情報を管理するためのフローは？

・図面表現（文字の大きさ、線の太さ、凡例、タグ・・・）へのこだわり

・従来のやりかたへのこだわり・・・

・図面は誰が描くのか？

・作図結果の責任はどこ？

図面表現の規格化

ISO19650



5.後日談



5-1.現場が求めるのはJW-CADという現実

・経験値による図面表現

・2次元CADを基準とした図面表現 などなど

後日談
BIM規格化・標準化への理解



後日談

5-2.あの手この手

BIM講演会/2021.6.23

髙取建築情報化コンサルディング

髙取先生の全社員対象「BIM講演会」開催

BIM規格化・標準化への理解



後日談

5-3.BIM理解の浸透

BIM規格化・標準化への理解 お疲れさまです

ＢＩＭ講演会を視聴させていただきました
今までのＢＩＭに対する私の思い違いがあったことをお詫びします
施工図を作図するのではなく、データ重視との考え方に大変よく分かりました
現場での仕事の仕方、指示の仕方を変えて行く必要があることもよく分かりました
一年前にこの講演会を聞いていたらＢＩＭへの対応が違っていたのかもしれません

施工図をチェック訂正をして頂いておりましたが、私からの一方的な従来通リの作図の表
現などを要望し、わざわざ元のデータを変えて２次元的な作図をお願い
していたことがＢＩＭの考え方と逆行していたと感じました

本来であれば、全ての情報を網羅したＢＩＭデータを中心として、そこから
知りたい情報（基礎伏、平詳、天伏等）を切り出し、各工種の作業員さんに指示の誤解が無いよう
２次元、３次元的な図面を渡せば施工が出来るやり方に変えて行く必要があると思いました
わざわざ従来の表現に合せようと作図して頂いていましたが、ＢＩＭ本来の施工図用の表現方法でも
作業員さんが理解できれば問題ないように感じました

今回の講演会でＢＩＭデータの重要性が良く分かりました
現在、設計で作成した図面をＢＩＭで再度施工図用で作成して２度手間のように思いますが
（私の認識違いでしたら申し訳ありません）
根本的に初めから全ての納まり情報を網羅した、どこの断面を切っても正確な寸法が出るような
データを作成すれば良いのではと感じました
全ての納まり情報を網羅するには作成される方の膨大な知識が必要となってきますので
協力業者様にもＢＩＭを理解していただき、設計段階から協力を得ながら図面を作成する必要もあると思いま
す

私のできる範囲であればいつでも協力させていただくつもりです
今後ともよろしくお願いいたします



6.これからの美保テクノス



これからの美保テクノス

6-1.中小規模企業に実現可能なBIMフォーマットの構築

美保テクノスのBIMビジョン

課題① NON-BIMユーザーとのBIMを活用した連携
課題② BIM規格による効率的なフルBIMの構築
課題③ メーカー(ダイキン工業)とのBIM技術連携
課題④ 維持管理用モデルの規格化

地方ゼネコンにおいて、BIMを導入し活用しようとする場合、「マンパワー」「コスト」「スキル」に限界があり、協力業
者、メーカーのプロジェクト参画はさらに難しいという現状がある。
このたびの案件では、BIM規格の策定で実現可能となったフルBIMの活用により、意匠、構造、設備のそれぞれの設計事務
所が作成した図面の整合性の確保、各作図効率の向上、発注者、協力業者、メーカーとのBIMデータ共有による合意形成の
スピードアップ、設計不整合箇所の施工前検討による手戻りの削減などのBIM本来のメリットを我々、地方の共同事業グ
ループでも享受できる建築生産性向上のモデルケースを構築し、効果の検証を行なう。

国交省
令和３年度 ＢＩＭを活用した建築生産・維持管理プロセス円滑化

モデル事業「中小事業者BIM試行型」採択



これからの美保テクノス

6-1.中小規模企業に実現可能なBIMフォーマットの構築

美保テクノスのBIMビジョン



【プロジェクト名：西部総合事務所PFI】
Theme： Non-BIM UserとのBIM連携と公共事業での
FULL-BIM実現による自治体メリットの明確化と理解、
共有。

＜意匠モデル＞
桑本建築設計事務所
BIM戦略部

＜構造モデル＞
平設計
BIM戦略部

＜設備モデル＞
亀山設計
中電工
BIM戦略部

・空調機器/ダイキン工業

Misson.2 協力業者との連携
地元設計事務所

①Non-BIM Userとの連携
②２Dデータ受け取り手法
③モデル管理方法

Misson.1 JWWデータのBIM化
地元設計事務所

①Non-BIM Userとの連携
②２Dデータ受け取り手法
③モデル管理方法
④施工図作成

ACC
Misson.3 サブコンとのモデル連携
中電工
施工図作成
着工前クラッシュチェック
ダイキン工業
①ファミリ提供
②環境シミュレーション
③Revitへの対応強化

Project.1



【プロジェクト名：美保テクノス新社屋】
Theme：BIM360によるBIM-WorkShareとFULL-BIM実
現による各社メリットの明確化と理解、共有。

＜意匠モデル＞
設計部
BIM戦略部
サッシメーカー
建具メーカー

＜構造モデル＞
構造設計事務所
BIM戦略部
地元鉄工所

＜設備モデル＞
サブコン
BIM戦略部
・空調機器/ダイキン工業

Misson.3 サブコンとのモデル連携
サブコン
① 施工図作成
② 着工前クラッシュチェック
ダイキン工業
① ファミリ提供
② 各種シミュレーション
③ メンテナンスシステムへの対応

Misson.2 協力業者との連携
構造設計事務所
① データ連携
② 着工前クラッシュチェック
地元鉄工所
① クラウド連携
② ファブメリット
③ 施工図作成

Misson.1 メーカーとの直接連携
サッシメーカー・建具メーカー
① ファミリ提供
② 直接モデリング
③ メーカーメリット
④ 施工図作成

ACC

Project.2



これからの美保テクノス

6-2.「見せるBIM」から「儲けるBIM」へ・・・すなわち「ペーパレス」

美保テクノスのBIMビジョン
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